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毛毛呂呂山山町町地地域域防防災災計計画画ととははPP１１

毛毛呂呂山山町町のの活活動動体体制制ととははPP２２

町町・・県県、、防防災災関関係係機機関関、、事事業業所所、、町町民民ととのの連連携携ととははPP３３

大大規規模模なな風風水水害害ののおおそそれれががああるる時時ははPP４４

大大規規模模なな地地震震がが発発生生ししたたららPP５５

災災害害情情報報、、安安否否情情報報をを知知りりたたいいPP６６

負負傷傷者者がが出出たたららPP７７

避避難難ををすするるににははPP８８

避避難難所所でで生生活活すするるににははPP９９

飲飲料料水水、、食食料料、、生生活活必必需需品品をを手手にに入入れれるるににははPP1100

防防災災メメモモPP1111
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１１．．計計画画のの目目的的

毛呂山町地域防災計画は、災害対策基本法第42条の規定に基づき、毛呂山町防災

会議が作成するものです。 

本計画では、町民の生命、身体及び財産を災害から守るため、本町の地域における

風水害、震災及びその他の災害への備えとして、予防、応急対策及び復旧対策等につ

いて、町民、行政、関係機関等が行うべき役割と活動内容を定めています。 

２２．．計計画画のの構構成成とと概概要要

＜＜毛毛呂呂山山町町地地域域防防災災計計画画のの構構成成＞＞

防防災災基基本本計計画画（（国国））

埼埼玉玉県県地地域域防防災災計計画画

毛毛呂呂山山町町地地域域防防災災計計画画ととはは・・・・・・１ 

震震災災対対策策編編
地地震震にによよるる同同時時多多発発的的なな被被害害

をを特特徴徴ととすするる「「震震災災対対策策」」をを定定めめ

てていいまますす。。

複複合合災災害害対対策策編編
地地震震やや風風水水害害がが複複合合的的にに発発生生

ししたた場場合合のの「「複複合合災災害害対対策策」」をを定定

めめてていいまますす。。

総総 則則 編編
地地域域防防災災計計画画のの目目的的、、防防災災関関係係

機機関関のの処処理理すすべべきき事事務務又又はは業業務務

のの大大綱綱等等ににつついいてて記記ししてていいまますす。。

資資 料料 編編
風風水水害害・・事事故故災災害害対対策策編編及及びび震震

災災対対策策編編にに係係わわるる各各種種資資料料・・様様式式

等等をを整整理理ししてていいまますす。。

風風水水害害対対策策編編
土土砂砂災災害害やや集集中中豪豪雨雨等等にによよるる

「「風風水水害害対対策策」」をを定定めめてていいまますす。。

事事故故そそのの他他災災害害対対策策編編
大大規規模模火火災災対対策策、、放放射射線線関関係係等等

のの「「事事故故対対策策」」をを定定めめてていいまますす。。
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毛毛呂呂山山町町のの活活動動体体制制ととはは・・・・・・

大大雨雨、、洪洪水水、、暴暴風風警警
報報がが発発表表さされれたたとときき

災災害害発発生生のの危危険険性性がが
ああるるとときき

等等

災災害害発発生生のの危危険険性性がが
高高ままっったたとときき

土土砂砂災災害害警警戒戒情情報報がが
発発表表さされれたたとときき

越越辺辺川川やや高高麗麗川川がが氾氾
濫濫のの危危険険性性ががああるるとと
きき

災災害害のの発発生生がが予予想想ささ
れれるるとときき又又はは軽軽微微なな
災災害害がが発発生生ししたたとときき

越越辺辺川川やや高高麗麗川川のの氾氾
濫濫がが迫迫っってていいるるとときき

大大規規模模なな災災害害のの発発生生
がが予予想想さされれ、、又又はは広広
範範囲囲ににわわたたるる被被害害がが
発発生生ししたたとときき

情情報報のの収収集集及及びび報報告告をを行行いいまま

すす。。
災災害害状状況況のの調調査査及及びび非非常常体体制制

のの実実施施にに備備ええてて活活動動ししまますす。。
組組織織及及びび機機能能ののすすべべててをを挙挙げげ

てて活活動動ししまますす。。

役役場場ににおおいいてて待待機機ををしし、、

情情報報収収集集及及びび報報告告をを行行

いいまますす。。

情情報報のの収収集集、、報報告告及及びび

警警報報等等のの伝伝達達並並びびにに簡簡

易易なな活活動動ををししまますす。。

災災害害状状況況のの調調査査及及びび非非

常常体体制制のの実実施施にに備備ええてて

活活動動ししまますす。。

組組織織及及びび機機能能ののすすべべてて

をを挙挙げげてて活活動動ししまますす。。

物物ににつつかかままららなないいとと歩歩くく
ここととがが難難ししいい。。

補補強強さされれてていいなないいブブロロッッ
クク塀塀がが崩崩れれるるここととががああるる。。

震震度度５５強強のの揺揺れれがが発発生生

立立っってていいるるここととがが困困難難にに
ななるる。。

固固定定ししてていいなないい家家具具のの大大
半半がが移移動動しし、、倒倒れれるるももののもも
ああるる。。

震震度度６６弱弱以以上上のの揺揺れれがが発発生生

大大半半のの人人がが恐恐怖怖をを覚覚ええ、、物物
ににつつかかままりりたたいいとと感感じじるる。。

棚棚ににああるる食食器器類類やや本本がが落落
ちちるるここととががああるる。。

震度５弱の揺れが発生 

地地震震発発生生時時のの体体制制

風風水水害害発発生生時時のの体体制制

２ 
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災害に対する予防、応急活動、復旧・復興には、

町・県、防災関係機関、事業所、町民がそれぞれ

の役割を果たし、また協力・連携して対策にあた

ることが重要です。 

町町・・県県、、防防災災関関係係機機関関、、事事業業所所、、町町民民ととのの連連携携ととはは・・・・・・

１１．．建建築築物物のの不不燃燃化化・・耐耐震震化化、、施施設設のの安安全全性性をを強強化化ししまますす。。
●●木木造造建建物物ををははじじめめととすするる老老朽朽建建物物のの建建替替ええのの促促進進

●●建建物物のの耐耐震震性性のの向向上上 等等

２２．．防防災災体体制制のの整整備備、、防防災災訓訓練練をを行行いいまますす。。
●●災災害害発発生生直直後後のの地地域域ととのの協協力力体体制制づづくくりり

●●自自主主防防災災組組織織とと連連携携ししたた、、避避難難訓訓練練、、消消防防訓訓練練 等等

１１．．自自分分のの身身はは自自分分でで守守りりままししょょうう。。（（自自助助））
●●飲飲料料水水、、食食料料等等のの備備蓄蓄

●●防防災災知知識識のの習習得得

●●危危険険回回避避ののたためめのの自自主主避避難難 等等

２２．．みみんんななののままちちははみみんんななでで守守りりままししょょうう。。（（共共助助））
●●自自主主防防災災組組織織のの結結成成

●●活活動動のの推推進進 等等

地地域域ぐぐるるみみでで防防災災のの体体制制づづくくりりをを！！

みみななささんんににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

事事業業所所（（企企業業））ににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

３ 
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大大規規模模なな風風水水害害ののおおそそれれががああるる時時はは・・・・・・

１１．．情情報報のの収収集集伝伝達達活活動動をを行行いいまますす。。
●●気気象象、、被被害害のの状状況況、、二二次次災災害害のの危危険険性性にに関関すするる情情報報等等はは防防災災行行政政無無線線やや衛衛星星携携帯帯電電話話

等等をを利利用用しし、、関関係係住住民民等等にに円円滑滑にに伝伝達達をを行行いいまますす。。

●●ああららかかじじめめ避避難難行行動動要要支支援援者者名名簿簿をを作作成成しし、、同同意意をを得得たた名名簿簿登登載載者者

のの情情報報をを各各自自主主防防災災組組織織ままたたはは自自治治会会にに提提供供すするるななどど、、災災害害時時にに備備

ええたた個個別別計計画画作作成成をを支支援援ししまますす。。ままたた、、災災害害発発生生時時ににはは同同意意のの有有無無

をを問問わわずず、、避避難難行行動動要要支支援援者者名名簿簿をを消消防防、、警警察察等等のの救救助助機機関関にに情情報報

提提供供しし、、早早急急なな安安否否確確認認をを行行いいまますす。。

１１．．気気象象情情報報・・町町かかららのの情情報報にに注注意意ししままししょょうう。。
●●防防災災行行政政無無線線、、消消防防団団広広報報車車、、区区長長等等をを通通じじたた防防災災情情報報のの把把握握

●●地地盤盤がが軟軟弱弱なな箇箇所所、、増増水水のの可可能能性性ががああるる河河川川等等へへのの立立ちち入入りり禁禁止止

２２．．家家庭庭でで風風水水害害へへのの備備ええをを行行いいままししょょうう。。
●●トトタタンン屋屋根根ややブブロロッックク塀塀等等のの補補強強

●●排排水水溝溝ののゴゴミミ等等のの除除去去

３３．．近近隣隣にに住住むむ要要配配慮慮者者（（高高齢齢者者、、障障ががいい者者、、妊妊産産婦婦等等））

ににもも声声かかけけままししょょうう。。
●●自自身身でで知知りり得得たた防防災災情情報報等等のの伝伝達達

●●安安否否のの確確認認、、避避難難のの支支援援

４４．．状状況況にに応応じじてて早早めめのの避避難難ををししままししょょうう。。
●●気気象象情情報報、、河河川川のの増増水水やや土土砂砂崩崩れれのの前前兆兆とと思思わわれれるる現現象象等等へへのの注注意意

●●自自主主的的なな避避難難のの心心ががけけ

【【土土砂砂崩崩れれのの前前兆兆とと思思わわれれるる現現象象】】
■■ががけけ崩崩れれ
・・濁濁りり水水やや水水のの噴噴出出がが見見らられれるる。。 ・・ががけけやや地地面面にに亀亀裂裂がが入入るる。。
・・小小石石ががパパララパパララとと落落ちちててくくるる。。

■■地地すすべべりり
・・斜斜面面ににひひびび割割れれががででききるる。。 ・・沢沢やや井井戸戸のの水水がが濁濁るる。。
・・斜斜面面かからら水水がが急急ににふふきき出出すす。。

■■土土石石流流
・・山山鳴鳴りりががすするる。。 ・・降降雨雨中中にに川川のの水水位位がが下下ががるる。。
・・川川にに流流木木がが混混ざざるる。。

町町でではは、、取取りり組組みみまますす！！

みみななささんんににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

４ 



5 

大大規規模模なな地地震震がが発発生生ししたたらら・・・・・・

１１．．帰帰宅宅困困難難者者にに対対ししてて、、一一時時的的なな滞滞在在施施設設のの確確保保、、飲飲料料水水、、食食料料等等のの

提提供供をを行行いいまますす。。

●●災災害害発発生生にによよりり鉄鉄道道等等のの交交通通機機関関がが運運行行停停止止ししたた際際、、駅駅周周辺辺のの混混乱乱をを防防止止すするるたためめ、、

一一時時的的にに滞滞在在ささせせるるたためめのの施施設設をを確確保保ししまますす。。

●●一一時時滞滞在在施施設設にに受受けけ入入れれたた帰帰宅宅困困難難者者にに対対しし、、必必要要にに応応じじ飲飲料料水水、、食食料料等等のの提提供供をを行行

いいまますす。。

２２．．ボボラランンテティィアアのの活活動動支支援援体体制制のの整整備備をを行行いいまますす。。

●●災災害害時時にに迅迅速速ににボボラランンテティィアア活活動動がが機機能能すするるよようう、、平平常常時時かからら毛毛呂呂山山町町社社会会福福祉祉協協議議

会会等等とと連連携携をを図図りり、、ボボラランンテティィアアのの活活動動拠拠点点ととななるるよよううなな災災害害ボボラランンテティィアアセセンンタターー

をを設設置置ししまますす。。

３３．．応応急急危危険険度度判判定定をを実実施施ししまますす。。

●●余余震震ななどどにによよるる二二次次災災害害をを防防止止すするるたためめ、、建建物物のの

応応急急危危険険度度判判定定をを実実施施ししまますす。。

１１．．ままずず、、わわがが身身をを守守りりままししょょうう。。
●●丈丈夫夫なな机机ややテテーーブブルルのの下下ななどどにに隠隠れれるる

●●揺揺れれのの最最中中、、直直後後のの屋屋外外へへのの飛飛びび出出しし禁禁止止

●●揺揺れれががおおささままっったたらら、、安安全全をを確確認認ししてて、、広広場場、、空空きき地地、、避避難難所所等等へへ避避難難

２２．．建建物物のの下下敷敷ににななっったた人人をを発発見見ししたたらら、、ままずず地地域域でで協協力力ししてて救救出出をを

ししままししょょうう。。
●●大大声声ででのの救救出出作作業業のの呼呼びびかかけけ

●●負負傷傷者者へへのの声声かかけけ

みみななささんんににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

町町でではは、、取取りり組組みみまますす！！

５ 

事事業業所所（（企企業業））ににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

１１．．帰帰宅宅困困難難ととななっったた従従業業員員やや顧顧客客等等にに対対ししてて、、安安全全のの確確保保、、飲飲料料水水、、食食

料料等等のの提提供供をを行行いいまますす。。
●●施施設設のの安安全全のの確確認認、、飲飲料料水水、、食食料料やや情情報報、、仮仮泊泊場場所所等等のの提提供供

●●従従業業員員等等ととのの安安否否確確認認 等等
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１１．．災災害害にに関関すするる各各種種情情報報ににつついいてて広広報報活活動動をを行行いいまますす。。

●●気気象象情情報報、、災災害害のの発発生生状状況況、、二二次次災災害害のの危危険険性性等等にに関関すするる情情報報、、要要配配慮慮者者へへのの支支援援のの呼呼

びびかかけけななどど、、各各種種情情報報ににつついいてて町町ホホーームムペペーージジやや防防災災行行政政無無線線、、広広報報車車ななどど多多様様なな手手段段

をを用用いいてて広広報報活活動動をを行行いいまますす。。

２２．．相相談談窓窓口口をを設設置置ししまますす。。

●●災災害害発発生生時時にに被被災災者者等等のの問問いい合合わわせせやや要要望望

にに応応ええるるたためめ、、総総合合的的なな相相談談・・情情報報提提供供のの

窓窓口口をを設設置置ししまますす。。

災災害害情情報報、、安安否否情情報報をを知知りりたたいい・・・・・・

１１．．気気象象情情報報やや災災害害情情報報はは、、報報道道機機関関やや町町かかららのの情情報報をを確確認認ししままししょょうう。。
●●各各報報道道機機関関のの放放送送、、全全国国瞬瞬時時警警報報シシスステテムム（（ＪＪアアララーートト））をを使使用用ししたた防防災災行行政政無無線線

放放送送ややエエリリアアメメーールル等等でで確確認認

●●町町のの防防災災行行政政無無線線、、広広報報車車、、消消防防団団・・区区長長等等をを通通じじたた詳詳細細なな雨雨量量情情報報やや河河川川のの水水位位

情情報報、、そそのの他他災災害害にに関関連連すするる情情報報のの確確認認

２２．．地地震震発発生生直直後後のの情情報報ははテテレレビビ・・ララジジオオをを確確認認ししままししょょうう。。

●●震震源源地地・・震震度度のの確確認認、、近近隣隣のの災災害害状状況況のの確確認認

３３．．町町内内のの情情報報はは、、町町ホホーームムペペーージジやや防防災災行行政政無無線線でで確確認認ししままししょょうう。。

●●町町ホホーームムペペーージジにによよるる町町のの災災害害状状況況、、家家屋屋のの処処理理、、りり災災証証明明のの発発行行、、仮仮設設住住宅宅のの募募

集集等等のの確確認認

４４．．家家族族・・知知人人のの安安否否情情報報はは、、災災害害用用伝伝言言ダダイイヤヤルル 117711 等等でで確確認認ししまま

ししょょうう。。

●●災災害害用用伝伝言言ダダイイヤヤルル、、災災害害用用伝伝言言板板のの活活用用

みみななささんんににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

町町でではは、、取取りり組組みみまますす！！

６ 
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負負傷傷者者がが出出たたらら・・・・・・

１１．．医医師師会会等等ととのの連連携携にによよるる救救護護所所をを設設置置ししまますす。。

●●大大規規模模地地震震ななどどでで町町内内全全域域にに被被害害がが発発生生ししたた場場合合、、町町はは、、必必要要にに応応じじ入入間間地地区区医医師師会会等等

とと連連携携・・協協力力しし、、町町内内のの小小・・中中学学校校、、福福祉祉施施設設等等にに救救護護所所をを設設置置ししまますす。。救救護護所所ににはは医医

療療班班がが派派遣遣さされれ、、傷傷病病者者のの症症状状区区分分のの判判別別（（トトリリアアーージジ））をを行行いい、、重重傷傷者者はは、、高高度度医医療療

機機関関へへのの搬搬送送をを依依頼頼すするるほほかか、、そそのの他他のの軽軽傷傷者者ににはは応応急急処処置置をを行行いいまますす。。

２２．．被被災災にによよりり精精神神的的ななダダメメーージジをを受受けけたた被被災災者者にに対対しし、、心心ののケケアアをを行行いい

まますす。。

●●精精神神的的ななダダメメーージジをを受受けけたた被被災災者者にに対対しし、、心心のの

ケケアアがが実実施施ででききるるよようう、、医医師師、、看看護護師師、、保保健健師師、、

教教育育関関係係者者、、福福祉祉関関係係者者等等のの専専門門職職員員をを確確保保しし、、

避避難難所所、、仮仮設設住住宅宅等等へへのの巡巡回回をを行行いいまますす。。

１１．．ままずずはは、、応応急急手手当当ををししままししょょうう。。

●●傷傷口口のの消消毒毒、、止止血血ななどどのの応応急急手手当当

●●普普段段かかららのの応応急急手手当当のの知知識識のの習習得得

２２．．軽軽傷傷のの場場合合はは救救護護所所へへ連連れれてて行行ききままししょょうう。。

●●擦擦りり傷傷、、切切りり傷傷ななどど軽軽度度なな負負傷傷者者はは、、地地域域住住民民でで

最最寄寄りりのの救救護護所所へへのの搬搬送送

３３．．重重傷傷のの場場合合はは消消防防機機関関等等へへ通通報報

ししままししょょうう。。

●●救救急急車車（（重重症症度度にによよっっててはは県県防防災災ヘヘリリココププタターー））にによよるる埼埼玉玉医医科科大大学学病病院院等等へへのの搬搬送送

※※埼埼玉玉医医科科大大学学病病院院はは災災害害拠拠点点病病院院にに指指定定

みみななささんんににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

町町でではは、、取取りり組組みみまますす！！

７ 
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避避難難ををすするるににはは・・・・・・

１１．．避避難難準準備備・・高高齢齢者者等等避避難難開開始始、、避避難難勧勧告告・・指指示示のの発発令令をを実実施施ししまますす。。
●●防防災災行行政政無無線線、、広広報報車車等等をを用用いい、、迅迅速速にに発発令令をを行行いいまますす。。ここののほほかか、、町町民民のの保保護護をを目目的的

にに、、危危険険なな区区域域をを「「警警戒戒区区域域」」ととししてて設設定定すするる場場合合ががあありりまますす。。

※※避避難難場場所所へへのの避避難難がが危危険険なな場場合合はは「「近近くくのの安安全全なな場場所所」」かか「「自自宅宅内内ののよよりり安安全全なな場場所所」」

へへ避避難難ししままししょょうう。。

２２．．迅迅速速かかつつ適適切切にに避避難難所所へへ誘誘導導をを行行いいまますす。。
●●自自力力避避難難がが困困難難なな避避難難行行動動要要支支援援者者ににつついいててはは、、関関係係施施設設のの管管理理者者ののほほかか、、自自主主防防災災組組

織織、、近近隣隣居居住住者者のの協協力力をを得得てて、、迅迅速速かかつつ適適切切なな避避難難誘誘導導にに努努めめまますす。。

１１．．自自治治会会単単位位でで安安全全なな避避難難所所へへ行行ききままししょょうう。。
●●家家族族・・知知人人、、近近隣隣住住民民ととのの団団体体行行動動のの実実施施

２２．．避避難難行行動動要要支支援援者者等等のの手手助助けけををししままししょょうう。。
●●地地域域住住民民ととのの協協力力にによよるる避避難難行行動動要要支支援援者者のの安安全全確確認認

３３．．非非常常持持出出品品をを準準備備ししままししょょうう。。
●●必必要要かかつつ軽軽量量ででココンンパパククトトなな物物のの携携行行

【【一一次次持持出出品品】】
・・現現金金 ・・携携帯帯ララジジオオ ・・懐懐中中電電灯灯 ・・応応急急医医薬薬品品

・・非非常常食食（（加加熱熱不不要要ののもものの））・・飲飲料料水水 ・・衣衣類類 等等

【【二二次次持持出出品品】】
・・最最低低３３日日分分（（推推奨奨 11 週週間間））のの食食料料とと水水（（飲飲料料水水はは１１日日３３ℓℓ//人人をを目目安安ににポポリリタタンンククにに

スストトッッククしし、、生生活活用用水水はは浴浴槽槽にに溜溜めめるる））

・・卓卓上上ココンンロロ、、固固形形燃燃料料 ・・使使いい捨捨てて紙紙製製食食器器 ・・災災害害用用トトイイレレ 等等

みみななささんんににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

町町でではは、、取取りり組組みみまますす！！

避難準備・ 

高齢者等避難開始 
①①避避難難準準備備のの呼呼びび掛掛けけ

②②要要配配慮慮者者へへのの早早めめのの避避

難難のの呼呼びび掛掛けけ

避難勧告に先んじて発令

される。 

避難勧告 
「「災災害害のの危危険険性性がが高高ままっっ

たたののでで避避難難ををししててくくだだささ

いい」」とといいうう呼呼びび掛掛けけ

通常の避難行動ができる

人が避難を始める段階。 

避難指示（緊急） 
「「自自宅宅かからら、、避避難難所所にに早早

急急にに避避難難ししててくくだだささ

いい」」とといいうう指指示示

避難中の人は避難行動を

直ちに完了させる。未だに

避難していない人は直ちに

避難行動に移る。 

８ 
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避避難難所所でで生生活活すするるににはは・・・・・・９ 

１１．．状状況況にに応応じじたた避避難難所所のの開開設設をを行行いいまますす。。

●●災災害害のの状状況況にに応応じじてて、、避避難難所所をを開開設設ししまますす。。ままたた、、避避難難所所のの自自主主運運営営をを促促しし、、避避難難者者同同

士士でで自自主主的的なな避避難難生生活活がが行行ええるるよよううなな手手助助けけををししまますす。。

２２．．健健康康管管理理等等、、良良好好なな生生活活環環境境のの確確保保をを行行いいまますす。。

●●避避難難所所でではは、、避避難難者者のの精精神神的的・・身身体体的的疲疲労労にによよるる健健康康状状態態のの悪悪化化ややスストトレレスス反反応応ななどどがが

発発生生すするる可可能能性性ががあありりまますす。。ここれれららのの対対策策ととししてて、、保保健健所所、、医医師師会会等等とと連連携携・・協協力力しし、、

避避難難所所のの巡巡回回健健康康相相談談をを実実施施しし、、よよりり良良いい生生活活環環境境のの確確保保にに努努めめまますす。。

３３．．長長期期化化すするる避避難難生生活活をを支支ええまますす。。

●●要要配配慮慮者者等等ののたためめののススペペーーススのの確確保保、、必必要要なな物物資資をを

提提供供ががででききるる体体制制のの整整備備、、介介護護やや心心ののケケアア等等のの巡巡回回

ササーービビスス実実施施等等をを行行いいまますす。。ままたた、、避避難難所所のの管管理理運運

営営にに当当たたっっててはは、、男男女女別別のの更更衣衣室室ややトトイイレレななどど、、女女

性性へへのの配配慮慮にに努努めめまますす。。

１１．．避避難難者者にによよるる自自主主運運営営をを目目指指ししままししょょうう。。

●●避避難難生生活活がが長長期期化化すするるここととをを見見据据ええ、、避避難難所所運運営営のの代代表表者者のの選選出出及及びび避避難難者者同同士士のの役役割割

分分担担をを協協議議

２２．．要要配配慮慮者者等等へへ支支援援をを行行いいままししょょうう。。

●●食食料料のの供供給給やや各各種種情情報報のの伝伝達達、、避避難難所所内内のの移移動動ななどどのの援援助助

●●ククーールルダダウウンンススペペーーススのの優優先先的的なな利利用用

３３．．生生活活ルルーールルはは守守りりままししょょうう。。

●●規規律律正正ししいい生生活活、、集集団団生生活活ででのの配配慮慮

４４．．施施設設職職員員・・ボボラランンテティィアア等等とと連連携携ししてて避避難難所所のの運運営営ををししままししょょうう。。

●●避避難難所所ととななるる施施設設のの職職員員、、ボボラランンテティィアアととのの話話しし合合いいやや連連携携のの的的確確なな実実施施

みみななささんんににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

町町でではは、、取取りり組組みみまますす！！
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１１．．災災害害発発生生時時ににおおけけるる相相互互応応援援協協定定のの締締結結をを行行いいまますす。。

●●行行政政間間やや民民間間団団体体とと協協定定をを事事前前にに締締結結ししてて、、災災害害発発生生時時のの飲飲料料水水、、生生活活物物資資、、食食料料等等のの

調調達達体体制制をを確確保保ししまますす。。

●●災災害害時時ににおおけけるる人人員員及及びび物物資資等等のの輸輸送送にに必必要要なな石石油油類類燃燃料料のの調調達達体体制制ににつついいてて、、平平時時かか

らら埼埼玉玉県県石石油油業業協協同同組組合合及及びび町町内内給給油油店店とと連連絡絡調調整整をを行行いい、、災災害害時時ににおおけけるる石石油油類類燃燃料料

のの調調達達体体制制をを確確保保ししまますす。。

２２．．要要配配慮慮者者及及びび女女性性ににもも配配慮慮ししたた備備蓄蓄物物資資のの

確確保保をを行行いいまますす。。

●●基基本本的的なな生生活活をを確確保保すするるたためめにに必必要要なな生生活活必必需需品品ののほほかか、、

紙紙おおむむつつ等等のの介介護護用用品品、、簡簡易易トトイイレレ等等のの衛衛生生用用品品等等、、避避

難難所所生生活活ののププラライイババシシーーをを確確保保すするるたためめのの物物資資ななどど、、要要

配配慮慮者者及及びび女女性性ににもも配配慮慮ししたた備備蓄蓄をを行行いいまますす。。

飲飲料料水水、、食食料料、、生生活活必必需需品品をを手手にに入入れれるるににはは・・・・・・10

１１．．飲飲料料水水はは３３日日分分（（推推奨奨１１週週間間））のの家家庭庭内内備備蓄蓄をを行行いいままししょょうう。。

●●災災害害時時にに備備ええ、、普普段段かかららのの家家庭庭内内備備蓄蓄のの確確保保

２２．．水水をを入入手手すするる時時はは、、入入れれ物物をを用用意意ししままししょょうう。。

●●ポポリリタタンンクク、、ババケケツツ、、ビビニニーールル容容器器等等のの持持参参

※※断断水水ししたた地地域域でではは、、主主にに避避難難所所をを中中心心にに給給水水車車にによよるる運運搬搬給給水水でで飲飲料料水水のの

供供給給をを行行いいまますす。。

３３．．飲飲料料水水、、食食料料のの入入手手はは、、自自宅宅ででのの炊炊事事がが難難ししいい方方をを

優優先先ささせせままししょょうう。。

●●自自宅宅がが倒倒壊壊、、ラライイフフラライインンがが停停止止ししたた地地域域等等のの方方をを優優先先

みみななささんんににはは、、ここんんなな役役割割ががあありりまますす！！

町町でではは、、取取りり組組みみまますす！！
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◆◆緊緊急急連連絡絡先先

連連絡絡先先 電電話話番番号号

毛呂山町役場 049-295-2112

西入間広域消防組合 049-295-0119

西入間警察署 049-284-0110

◆◆家家族族・・親親戚戚・・知知人人のの連連絡絡先先

氏氏名名
生生年年

月月日日
血血液液型型 既既往往症症

会会社社・・学学校校等等のの

連連絡絡先先

◆◆防防災災行行政政無無線線ののメメーールル配配信信ササーービビスス・・電電話話応応答答ササーービビスス

◆◆災災害害用用伝伝言言ダダイイヤヤルルのの使使いい方方

防防災災メメモモ11

◆◆避避難難所所

（（平平時時かからら家家族族でで決決めめてておおききままししょょうう））

わわがが家家のの避避難難所所

家家族族のの集集合合場場所所

毛毛呂呂山山町町役役場場
総総務務課課 消消防防防防災災係係

住住所所：：〒〒335500--00449933

埼埼玉玉県県入入間間郡郡

毛毛呂呂山山町町中中央央22--11

電電話話：：004499--229955--22111122

おお問問合合わわせせ

毛呂山町では町民の方を対象に、防災行政無線で
放送した内容を、事前にご登録いただいたメール
アドレスに送信、または電話での自動応答（電話
番号 ０８００-８００-１１６５）により確認する
事ができます。 

【登録方法】 
①右の QR コードを読み取り、サイトにアクセスし
「空メール」を送信します。 

※QR コードの読み取りができない場合は 下記アド

レスに空メールを送信してください。 
 t-moroyama@sg-m.jp 
②本登録用 URL が記載された「仮登録完了のお知ら

せ」メールが届きます。URL から本登録サイトに
アクセスし、画面の案内に従ってご登録ください。 


